
(様式４) 

令和４年４月２５日 

  令和４年度 第１回 大阪市立塩草立葉小学校 学校協議会 実施報告書 

   校園名  大阪市立塩草立葉小学校 

                                校園長名 竹内 幸延      

日時 令和４年４月２０日（水）午後６時４５分～午後７時４０分 

場所 大阪市立塩草立葉小学校 図書室 

委員 

幡地郁雄（会長）、辻本邦廣（副会長）、高橋玲子・・・令和４年度委員 

安東利展、折田真一、三山敬子・・・令和３年度委員 

（事務局）竹内幸延（校長）、谷山勝彦（教頭） 

（浪速区役所市民協働課教育・学習支援担当）松村課長、髙橋係長 

議題 

（１）令和４年度の教育活動について 

  ○学校経営基本方針 ○運営に関する計画（立案） ○校長経営戦略支援予算 

  ○学校行事予定   ○浪速区役所学習意欲向上推進事業（６年漢字検定） 

（２）その他 

協議 

要旨 

協議の結果および意見の概要 

※協議の結果、議題について共通理解を図ることができ、理解を得た。 

（○は委員からの意見、・は学校側の意見） 

①学校経営基本方針について 

 ○教員の勤務時間はどれくらいか。 

  ・午前８時３０分から午後５時である。現状は、午前７時３０分ごろに出勤し、 

午後６時過ぎまで残る教員もいる。校長として、全体の業務内容の見直しと削 

減を図っている。 

 ○児童数が４９０名近く、とあるが教室は足りるのか。 

  ・令和３年度に新校舎（南校舎）ができ、６教室分を増やせてよかった。今後は 

全学年３学級になると思うが、空き教室やピロティ３教室分を使えばよい。 

②運営に関する計画（立案） 

 ○いじめの調査は、どのように行うのか。 

  ・学期に１回は、いじめに関するアンケートを行っている。また、日常的に担任 

をはじめ教職員がいじめを見つけるように努めている。保護者や子どもからい 



 

じめの情報をいただくこともある。 

 ○「全学級で、話し合い活動を１日１回以上実施する」とは、どういうことか。 

  ・授業の中に子どもどうしが話し合う活動をとりいれていく。 

  ・話し合う活動を通して、自分の考えを深めたり広げたりすることにつなげたい。 

 ○シナプソロジーとは、何か。 

  ・昨年度から大阪市が導入している。考えながら、体を動かす取り組みである。 

③校長経営戦略支援予算 

④学校行事予定 

⑤浪速区役所学習意欲向上推進事業（６年漢字検定） 

（２）その他 

 ○健康観察アプリ（リーバー）は、役に立っているのか。 

  ・紙ベースの確認作業が減り、朝の欠席連絡電話も少なくなっている。 

  ・健康状態をデータベース化できるので、たいへん便利である。 

 ○デジタル教科書は、今後進んでいくのか 

  ・一部の教科では、実際に活用できる。今後どう活用するかという段階である。 

 ○学習参観の案内にある「学級経営」とは、何か。 

  ・このような学級にしたい、そのためこういう取り組みをするということである。 

 ○外国人の子どもが増えていると思うが、ほかの子どもたちとの関係はどうか。 

  ・子ども同士は、しだいに慣れていっている様子である。 

  ・全体で３０名余りが在籍している。１５学級あるので、単純計算で１学級あた 

り約２名いることになる。 

  ・授業中は、担任のほか習熟担当や特別支援学級担当、浪速区役所の日本語サポ 

ーター、市教委の日本語指導協力員などが支援をしている。 

 ○民間委託された学校給食は、どうか。子どもは、カレーが辛かったと言っていた。 

  ・献立や食材、調理方法、施設などは、今までと同じである。作り手が変わった。 

  ・ご意見は、お伝えさせていただく。 

協議 

資料 

○学校経営基本方針 ○運営に関する計画（立案） ○校長経営戦略支援予算  

○学校行事予定   ○校時表  

備考 傍聴者[０]名   


